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オジロワシ Haliaeetus albicilla は国の天然記念
物，国内希少野生動植物種，および環境省レッド
リストにおいて絶滅危惧Ⅱ類 (VU) に指定され，そ
の保全が義務づけられている．利尻島において本
種の繁殖は 2017 年に初めて確認された（風間ら，
2018）．2019 年に筆者らによって利尻島において
2 例目となる繁殖が確認されたので報告する．あわ
せて，2017 年に発見された繁殖巣の 2018 年以降
の繁殖状況についても報告する．保護の観点から営
巣地の特定を避けるため，本報告では営巣場所の詳
細な記述は行わなかった．

利尻島におけるオジロワシ Haliaeetus albicilla の 2 例目の営巣記録と
近年の繁殖動向
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Abstract. A nest of White-tailed Sea Eagle Haliaeetus albicilla was newly found at Rishiri Island in 2019. A 

pair found in 2017 continued to breed both in 2018 and 2019. 

1. 利尻島 2 例目のオジロワシの繁殖記録
2018 年 5 月中旬から 7 月下旬にかけて，島の北

部において餌を持ち飛翔する本種成鳥が複数回観察
された．同年 6 月下旬には，餌を持ち飛翔する個
体を双眼鏡により追跡したところ，森林内の樹冠に
留まる姿が確認されたため，付近で営巣しているこ
とが示唆された．

2019 年においても 5 月下旬から同地域で餌を持
ち飛翔する本種成鳥が複数回観察された．飛翔方向
は 2018 年と同様であった．著者らは利尻島内でカ
モメ類の学術調査を行っており，オジロワシによる
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カモメ類への捕食の影響を調査するために，オジロ
ワシが実際に営巣しているか，また営巣していた場
合にはそのヒナ数を正確に把握する必要があった．
そのため，風間ら（2018）に従い親鳥やヒナへの
悪影響に十分配慮した上で，同年 6 月下旬に遠隔

操縦式小型マルチコプター（ドローン，Phantom 
3 Advanced, DJI）により上空から巣の探索とヒナ
の確認を行った．ドローンによる調査では親鳥を飛
び立たせないよう，飛行高度を終始 150m に保持
した．また調査は万一親鳥が飛び立ってもヒナへの
影響が少ないと考えられる 6 月の一回に限定した．
この探索により樹冠内に巣が発見され，巣内には 1
羽のヒナが確認された（図 1）．

巣の発見後，巣から 2.5km 程度離れた場所に定
点を設け，7 月下旬まで断続的に観察を行った．こ
の間，成鳥は巣への餌運びを継続した．望遠鏡によ
る観察により定点から巣内ヒナを直接観察すること
はできなかったが，7 月 23 日には巣上に成鳥が滞
在していることが確認された．

10 月 21 日に，巣へのオジロワシの出入りがな
いこと，および巣の周辺に個体が滞在していないこ
とを確認した後，巣の直下まで接近して営巣木の調
査を行った．営巣木は胸高直径 69.7cm のトドマツ
Abies sachalinensis であった．巣は営巣木の樹冠
部分にかけられていた（図 2）．

2. 2017 年に発見された繁殖ペアの 2018 年以降
の繁殖動向

風間ら（2018）により 2017 年に利尻東南部で

図 1．2019 年 6 月下旬にドローンにより空撮されたオジロワ
シの巣と 1 羽のヒナ．
Fig. 1. The nest of White-tailed Sea Eagle containing chick 
photo by UAV on late June, 2019.

図 2．2019 年 10 月 21 日に確認されたトドマツにかけられた
オジロワシの巣（矢印）．
Fig. 2. The nest of White-tailed Sea Eagle (white arrow) on 
Todo fi r photo on 21 October, 2019. 

図 3．2018 年 6 月 22 日に確認されたオジロワシ巣上の 2 羽
のヒナ（矢印）．
Fig. 3. Two chicks of White-tailed Sea Eagle (white arrows) 
on the nest observed on 22 July, 2018. 
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初確認された本種繁殖巣のその後の動向を把握す
るために，2018 年 5 月上旬から 7 月下旬，および
2019 年の 5 月上旬から 7 月上旬まで断続的に同巣
の観察を行った．観察は，親鳥やヒナに影響を及ぼ
さないように，巣から 2km 程度離れた場所から実
施した．

2018 年 5 月 19 日にヒナ 1 羽を確認した．6 月
22 日にはヒナ 2 羽が確認され（図 3），いずれのヒ
ナも巣上で羽ばたきをくり返していた．7 月 12 日
にはヒナ 1 羽が巣外を飛翔するのを確認した．こ
の年の最後の観察となった 7 月 22 日には，巣立っ
たヒナ 2 羽が巣の付近のトドマツ樹上に滞在して
いた．

2019 年は，5 月 24 日に 2 羽のヒナを確認した．
6 月 10 日にはヒナ 1 羽のみが確認され，6 月 18
日にも 1 羽のみが確認された（図 4）．6 月下旬時
点で生残していたヒナは 1 羽のみであった可能性
が高かった．1 羽のヒナは 7 月上旬まで確認され
た．それ以降は観察を実施しなかったため，この年
の巣立ちの確認はできなかった．

本調査により本種の新たな巣が発見され，利尻島

の巣数は 2 となった．日本では近年北海道を中心
に本種の繁殖数が増加している（白木，2013）．利
尻島においてもさらに多くの巣が発見される可能性
も否定できないため，今後も継続的な調査が必要で
ある．

本調査では，2017 年に発見された巣の繁殖がそ
の後 2 年間継続したことも確認された．先述のよ
うに，本種はその希少性の高さから保全が義務づけ
られている．本種は風力発電建設など様々な人為的
な環境改変の影響を受けやすい（白木，2012）．今
後，利尻島における 2 巣において本種の繁殖が継
続するように，種々の開発事業において繁殖への配
慮が求められる．
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図 4．2019 年 6 月 18 日に確認されたオジロワシ巣上の 1 羽
のヒナ（矢印）．
Fig. 4. A chick of White-tailed Sea Eagle (white arrow) on 
the nest observed on 18 June, 2019. 


